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ML18456 株を利用して生産したカンタキサンチンに係る 
食品健康影響評価について 

 
 
１．経緯 

「ML18456株を利用して生産したカンタキサンチン」については、令和3 年8月

5 日付けで DSM 株式会社から組換え DNA 技術応用飼料添加物の安全性確認の申

請があったことから、食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）第 24 条第１項の

規定に基づき、食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼するものである。 
 
２．評価依頼品の概要 

本品目は、Yarrowia lipolytica ATCC 76861を宿主としてβ－カロチン高生産株を

構築し、当該株にカンタキサンチン合成遺伝子を導入して作製した Y. lipolytica 
ML18456株を利用して生産したカンタキサンチンである。 
宿主である Y. lipolytica は、自然界では土壌等から単離される酵母であり、クエ

ン酸等の製造に利用されている。 
 
３．利用目的及び利用方法 

本品目の利用目的や利用方法に関して、飼料添加物の指定を受けているカンタキ

サンチンと相違は無い。カンタキサンチンはカロテノイドの一種であり、肉や卵黄

等の色調強化を目的として、鶏やさけ科魚類等の飼料に添加されている。 
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